
日
朝
の

「
本
尊
抄
私
記
・
見
聞
」

の
検
討

｜
｜
数
法
相
配
釈
に
つ
い
て
｜
｜

中

保

暁

秀

付

は

じ

め

に

『
朝
師
御
書
見
聞
』
所
収
の
「
本
尊
抄
私
記
ハ
五
巻
〉

－
見
聞
ハ
三
巻
〉
」
に
つ
い
て
、
『
日
蓮
宗
々
学
全
書
』
の
編
者
は
、
》
全
八
巻

観
心
事
五
帖
内

日
朝
」
と
記
す
も
の
を
「
私
記
」
五
巻
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中
第
一
か
ら
第
五
ま
で
を
逸
す
る
が
ゆ
え
に
、
身
延
山
所
蔵
の
「
補
施
集

と
し
て
、
第
六
・
七
・
八
の
三
巻
は
正
本
が
散
逸
す
る
に
よ
っ
て
、
立
正
大
学
図
書
館
蔵
の
小
林
日
輩
師
の
写
本
を
以
て
充
て
る
と
こ
ろ

の
も
の
を
「
見
聞
」
三
巻
と
し
て
、
別
本
と
称
す
勺
》
と
の
言
で
あ
る
。

「
私
記
」
五
巻
は
不
明
、

「
文
明
第
八
丙
申
正
月
二
十
三
日
於
身
延
山
久
遠
寺
大
坊
番
之
」
》
、
第
七
が
「
文
明
第
八
丙
申
二
月
九
日

占
旬
、
第
八
が
「
文
明
第
八
丙
申
三
月
十
四
日
於
身
延
山
久
遠
寺
大
坊
書
白
と
あ
る
o
と
す
る
と
、
『
朝
師
御
書
見
聞
』
の
執
筆
時

期
を
通
観
し
て
い
え
る
こ
と
は
、
ま
ず
日
朝
は
宗
祖
自
ら
が
「
此
事
日
蓮
当
身
大
事
」
と
名
づ
け
る
『
観
心
本
尊
抄
』
か
ら
、
遺
文
の
注

釈
と
い
う
浄
業
を
手
懸
け
て
い
っ
た
も
の
と
恩
わ
れ
る
。
な
お
後
年
の
執
筆
の
主
場
所
と
な
る
行
学
院
は
こ
の
時
分
未
だ
竣
成
し
て
い
な

そ
し
て
、
執
筆
の
時
期
及
び
場
所
に
つ
い
て
は
、

「
見
聞
」
三
巻
は
そ
れ
ぞ
れ
の
奥
書
に
よ
る
と
、
第
六
が

於
身
延
山
久
遠
寺
大
坊
書

か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

日
朝
の
「
本
尊
抄
私
記
・
見
聞
」
の
検
討
ハ
中
傑
〉



日
朝
の
「
本
尊
抄
私
記
・
見
聞
」
の
検
討
ハ
中
傑
〉

さ
て
、

「
本
尊
抄
私
記
・
見
聞
」
を
検
す
る
と
様
々
な
問
題
が
存
す
る
が
、
既
に

ハ
a
）
日
朝
の
伝
と
著
述
に
つ
い
て

〈

b
〉
朝
師
御
書
見
聞
に
つ
い
て

（

C
〉
日
朝
は
最
古
の
科
文
と
い
わ
れ
る
五
段
の
大
科
に
則
っ
て
、

こ
と
に
つ
い
て

『
本
尊
抄
』
に
注
釈
を
施
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う

。
ニ
巻
〉
に
引
用
さ
れ
る
経
論
疏
釈
は
港
大
な
量
に
上
る
。
特
に
中
古
天
台
文
献
が
極
め
て

豊
富
で
あ
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

ハ
d
〉

「
私
記
」

ハ
五
巻
〉

・
「
見
聞
」

等
々
の
考
察
を
試
み
た
の
で
、
今
は
、

「
私
記
・
見
聞
」
八
巻
中
に
展
開
さ
れ
る
「
数
法
相
配
釈
」
を
一
つ
の
手
掛
り
と
し
て
、
か
か
る

問
題
に
つ
い
て
少
し
く
検
討
を
加
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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ω 
「
本
尊
抄
私
記
・
見
聞
」
の
検
討

ー

l
数
法
相
配
釈
に
つ
い
て
｜
｜

ー
、
数
法
相
配
釈
に
つ
い
て

数
法
相
配
釈
は
、
中
国
が
そ
の
起
源
と
さ
れ
、
特
に
北
貌
曇
靖
の
撰
に
な
る
『
提
謂
波
利
経
』

は
、
数
法
相
釈
を
主
張
す
る
疑
偽
向
か
、
現
在
散
逸
し
て
伝
わ
ら
ぬ
が
、
後
の
諸
論
書
に
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
て
い
る
な
ど
の
点
か
ら
見

ハ
『
提
謂
経
』
と
略
称
さ
れ
て
い
る
〉

て
、
か
か
る
配
釈
の
象
徴
的
経
典
と
目
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、

智
顔
説
・
潜
頂
撰
と
さ
れ
る
『
仁
王
護
国
般
若
経
疏
』
巻
第
二
は
、

『
提
調
経
』
の
説
を
引
い
て
、
「
提
調
波
利
等
閑
仏
。
何
不
為
我
説
四
六
戒
。
仏
答
。
五
者
天
下
之
大
数
。
在
天
為
五
星
。
在
地
為
五
獄
。



《

uv

在
人
為
五
臓
。
在
陰
陽
為
五
行
。
在
王
為
五
帝
。
在
世
為
五
徳
。
在
色
為
五
色
。
在
法
為
五
戒
。
」
と
述
べ
、
ま
た
、

『
摩
詞
止
観
』
巻

第
六
上
に
は
、

「
若
深
識
－
－
世
法
－
即
是
仏
法
。
何
以
故
。
東
二
於
十
善
－
即
是
五
戒
。
深
知
＝
五
常
五
行
－
義
亦
似
－
－
五
戒
－
。

五
行
似
－
－
五
戒
－
0

・
・
・
・
・
五
経
似
－
一
五

h
r
」
と
説
か
れ
、

し
て
、
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
巻
第
六
之
こ
に
、

さ
ら
に
湛
然
は
か
か
る
一
文
を
『
提
謂
経
』
か
ら
の
援
引
で
あ
る
と

「
深
識
＝
世
法
－
即
出
世
法
。
・
・
・
・
・
世
即
出
世
。
故
引
＝
五
行
五
常
及
十
善
法
－
。

即
是
五
戒
。
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
言
－
－
五
常
似
五
戒
－
者
。
如
－
一
提
調
経
中
－
長
者
間
ν匂
」
と
注
し
て
い
る
。

2
、
空
海
と
数
法
相
配
釈

キ

メ

日
本
に
来
つ
て
の
『
提
謂
警
は
、
空
海
の
『
応
レ
改
＝
定
衛
度
者
宮
武
官

bv中
に
そ
の
名
が
見
え
、
『
十
住
心
論
』
第
二
の
愚
童
持

「
夫
五
戒
同
三
於
外
書
有
＝
五
常
之
教
－
。

為
－
－
五
臓
－
。
在
レ
物
為
－
－
五
行
－
。
持
ν之
為
－
－
五
町
－
v
」
と
、

斎
心
の
解
説
部
分
に
、

・
・
・
・
・
在
ν天
為
－
－
五
緯
－
。
在
レ
地
為
＝
五
搬
－
。

・
・
在
レ
人
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『
提
調
経
』
の
数
法
相
配
釈
を
下
敷
と
し
た
一
文
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
な

お
誤
解
を
恐
れ
ず
に
い
え
ば
、
真
言
教
学
は
数
法
相
配
釈
に
よ
っ
て
為
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
数
法
相

配
釈
は
真
言
の
影
響
下
、
特
に
安
然
以
降
の
台
密
諸
家
の
教
学
中
に
混
入
し
て
、
い
わ
ゆ
る
中
古
天
台
本
覚
思
想
の
一
翼
を
担
う
ま
で
に

成
長
す
る
の
で
九
る
。

3
、
中
古
天
台
文
献
と
数
法
相
配
釈

は
、
中
古
天
台
で
い
う
典
型
的
な
数
法
相
の
配
釈
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

中
古
天
台
本
覚
思
想
を
高
揚
す
る
書
物
と
い
わ
れ
、
恵
心
流
の
筆
作
の
中
で
も
初
期
の
著
作
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
『
修
禅
寺
決
』
に

『
止
観
』
の
五
略
を
五
仏
・
五
智
に
結
び
つ
け
「
五
時
だ

日
朝
の
「
本
尊
抄
私
記
・
見
聞
」
の
検
討
ハ
中
傑
〉



日
朝
の
「
本
尊
抄
私
記
・
見
聞
」
の
検
討
ハ
中
傑
〉

合
同
》

秘
教
所
説
。
五
仏
五
智
也
。
」
と
説
き
、
さ
ら
に
五
智
と
五
時
と
を
「
具
＝
五
智
奥
徳
－
。
是
名
＝
五
時
－
。
」
と
い
い
、
加
え
て
「
仏
智
内

ナ

’

噌

J

a

’
J

b

同

チ

門

mv

徳
具
－
－
五
限
－
即
五
字
。
五
時
亦
五
重
玄
故
。
名
＝
仏
智
五
重
玄
－
。
亦
五
限
即
五
智
也
。
」
と
、
妙
法
五
字
と
五
重
玄
・
五
限
・
五
智
と
を

結
び
つ
け
て
の
説
示
で
あ
る
o
そ
し
て
、
こ
れ
以
降
、
数
法
相
配
釈
は
そ
の
濃
度
を
増
し
、
例
え
ば
『
法
華
肝
要
略
注
秀
句
鈴
・
『
文

《

nv

句
略
大
綱
私
見
聞
』
等
に
お
い
て
は
、
五
大
・
五
形
・
五
智
・
五
臓
と
妙
法
五
字
、
皮
肉
骨
の
三
と
法
報
応
の
三
身
と
が
結
び
つ
け
ら
れ

て
、
極
め
て
恋
意
的
な
程
ま
で
に
自
由
奔
放
な
相
配
が
、
本
覚
思
想
の
所
産
と
し
て
無
遠
慮
な
ま
で
に
鼠
入
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
の
で

《却》

あ
る
。

4
、
日
蓮
遺
文
と
数
法
相
配
釈

数
法
相
配
釈
の
い
わ
ば
典
拠
と
い
う
べ
き
『
提
謂
経
』
は
、

『
戒
体
即
身
成
仏
義
』
・
『
隣
自
意
御
書
』
・
『
戒
法
門
』
等
に
そ
の
列

《
剖
》

「
提
調
経
と
申
経
は
人
天
の
事
を
と
け
り
」
と
。
真
撰
と
見

( 42 ) 

名
が
見
ら
れ
る
。
ま
ず
大
石
寺
に
真
蹟
の
現
存
す
る
『
随
自
意
御
書
』
は
、

《
お
》

て
差
し
支
え
な
い
『
戒
体
即
身
成
仏
義
』
は
、
『
提
謂
経
』
乃
至
『
弘
決
』
の
文
を
恋
意
的
に
解
決
し
よ
う
と
す
る
筆
勢
は
全
く
な
く
、

《舗》

た
だ
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
を
引
用
す
る
と
い
う
姿
勢
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
定
遺
三
巻
続
編
所
収
の
『
戒
法
門
』
は
、
例
え
ば
五
戒
に

「
三
千
世
界
も
五
戒
を
以
て
作
れ
る
な
り
。

円

mv

身
の
五
臓
も
よ
は
く
成
り
、
五
神
も
栖
を
失
ふ
」
等
々
自
由
奔
放
な
展
開
を
試
み
た
上
で
、

内翻》ve
」
と
、
説
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

つ
い
て
い
え
ば
、

・
・
・
・
ハ
中
略
）
・
・
・
・
・
五
戒
破
れ
て
世
間
の
五
穀
損
す
れ
ば
、

「
上
の
五
戒
の
名
目
は
、
提
謂
経
に
出
た

《

mv

次
に
、
数
法
相
配
釈
の
見
ら
れ
る
遺
文
を
列
挙
す
る
と
、
前
述
の
『
戒
体
即
身
成
仏
義
』
、
真
蹟
の
現
存
す
る
図
録
の
『
戒
之
事
』
、

a

v

a

》

av

真
偽
未
決
と
の
論
の
あ
る
『
総
在
一
念
抄
』
・
『
阿
仏
房
御
書
』
・
『
妙
法
尼
御
前
御
返
事
』
・
『
三
世
諸
仏
総
勘
文
教
相
廃
立
』
、
偽



a

v

a

v

a

v

a

v

a

v

 

撰
の
『
戒
法
門
』
・
『
色
心
二
法
抄
』
・
『
一
念
三
千
法
門
』
・
『
十
如
是
事
』
・
『
此
経
難
持
十
三
箇
秘
訣
』
・

《

却

》

《

踊

W
V

《

M
M
》

門

信

》

伝
身
造
抄
』
・
『
無
作
三
身
口
伝
抄
』
・
『
十
八
円
満
抄
』
・
『
御
義
口
伝
』
等
々
で
あ
る
。

『
成
仏
法
華
肝
心
口

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
遺
文
を
通
観
し
て
い
え
る
こ
と
は
、
川
濃
厚
な
数
法
相
配
釈
の
見
ら
れ
る
遺
文
は
、
偽
書
乃
至
真
偽
未
決
と
の
論

の
あ
る
も
の
が
大
半
で
あ
る
。

ω宗
祖
も
一
時
期
、
か
か
る
配
釈
に
か
な
り
の
興
味
を
抱
い
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、

そ
れ
は
建
長
六
年
に
系
年
さ
れ
る
『
戒
之
事
』
中
に
、
五
戒
を
五
行
・
四
季
・
五
味
・
五
色
・
方
位
・
五
龍
・
豆
雲
・
五
仏
・
十
干
十
二

支
・
五
星
・
五
常
に
配
当
し
た
も
か
A
W
真
蹟
の
断
片
が
、
三
島
本
覚
寺
に
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。

ω宗
祖
は
純
粋
法
華
教
学
を
樹
立
す
る

上
に
お
い
て
、
か
か
る
問
題
は
所
詮
第
二
義
的
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
た
め
か
、
初
期
の
遺
文
に
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
最
終
的

に
は
除
去
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
等
で
あ
ろ
う
。

5
、
日
朝
と
数
法
相
配
釈
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日
朝
の
「
本
尊
抄
私
記
・
見
聞
」
全
八
巻
中
に
は
「
尋
云
五
大
即
五
行
ト
云
者
如
何
可
エ
相
配
－
耶
」
の
項
を
は
じ
め
と
す
る
数
法
相
配

〈“v

釈
が
、
九
箇
所
に
亘
っ
て
注
さ
れ
て
い
る
。
今
、
こ
れ
ら
を
整
理
し
、
主
た
る
も
の
を
掲
げ
る
と
、

ω五
大
と
五
行

ω四
菩
薩
と
四
大

ω五
大
及
び
五
臓
と
五
智
・
五
仏
性
・
五
果

ω序
品
の
五
瑞
と
六
大

ω五
大
と
五
尊

ω四
菩
薩
と
四
大

等
々
の
相
配
が
確
認
さ

れ
る
。
い
わ
ゆ
る
中
古
天
台
で
い
う
と
こ
ろ
の
典
型
的
な
数
法
相
配
釈
と
、
何
ら
撰
ぶ
と
こ
ろ
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
と
同
種

J
O仰
》

の
も
の
に
「
本
地
垂
迩
口
伝
」
ハ
『
本
尊
論
資
料
』
所
収
〉
の
〈
相
配
事
〉
が
あ
る
。
な
お
筆
者
読
書
範
囲
の
日
朝
関
連
著
作
に
は
、
前

述
の
『
法
華
肝
要
略
注
秀
句
集
』
・
『
文
句
略
大
綱
私
見
聞
』
等
に
有
名
な
、
周
知
の
五
大
・
五
輪
・
五
智
・
五
仏
と
妙
法
五
字
、
皮
肉

骨
と
法
報
応
の
三
身
、
等
の
相
配
は
見
ら
れ
な
い
。
が
、
し
か
し
、
日
朝
が
い
う
と
こ
ろ
の
「
我
等
衆
生
五
尺
形
骸
全
体
五
輪
塔
婆
形
貌

日
朝
の
「
本
尊
抄
私
記
・
見
聞
」
の
検
討
ハ
中
傑
）



日
朝
の
「
本
尊
抄
私
記
・
見
聞
」
の
検
討
ハ
中
傑
〉

円
釘
〉

av

也
」
と
の
言
を
見
る
と
、
『
阿
仏
房
御
書
』
・
『
御
義
口
伝
』
等
で
説
示
さ
れ
る
五
大
思
想
に
根
拠
を
置
い
て
、
宝
塔
と
衆
生
と
の
同
等

関
係
を
説
き
、
父
母
所
生
の
肉
身
を
以
て
宝
塔
と
断
ず
る
と
こ
ろ
の
も
の
を
想
起
さ
せ
る
に
充
分
で
、
か
っ
そ
の
基
調
を
同
じ
う
す
る
も

の
で
は
な
い
か
、
と
案
じ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

伺

む

す

び

以
上
、
極
め
て
荒
い
論
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
締
め
く
く
り
と
し
て
拙
論
の
要
点
を
述
べ
る
な
ら
ば
、

（

1
〉
宗
祖
も
一
時
期
興
味
を
持
た
れ
た
数
法
相
配
釈
で
は
あ
る
が
、
所
詮
は
第
二
義
的
な
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
最
終
的
に
は
斥
け

ら
れ
た
。

〈

2
〉
日
朝
の
「
本
尊
抄
私
記
・
見
聞
」
中
に
は
、
数
法
相
配
釈
が
色
濃
く
展
開
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、

体
五
輪
塔
婆
形
貌
也
」
と
の
言
を
見
る
と
、

「
我
等
衆
生
五
尺
形
骸
全

( " ) 

『
阿
仏
房
御
書
』
・
『
御
義
口
伝
』
等
と
そ
の
基
調
を
同
じ
う
す
る
も
の
で
は
な
い
か
、
と

案
じ
ら
れ
る
。

等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

愛
に
現
在
の
自
己
の
所
信
の
一
端
を
記
し
た
の
で
あ
る
が
、
識
者
の
ご
叱
正
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。

ハ了〉
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（

U
〉

ハロ）
（臼〉
ハ
M
）

宗
全
一
五
巻
「
例
言
」
（
五
J
六
〉
及
び
宗
全
二
ハ
巻
ハ
三
七
八
〉
の
末
注
沼
胴
者
云
グ
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

啓
蒙
等
が
い
う
「
別
本
朝
抄
」
の
問
題
は
後
日
に
観
る
も
の
と
す
る
。

宗
全
一
六
巻
三
＝
一

h

7

0

＝
一
三
八

h

v

o

三
七
八

定
遺
七
二
一

拙
稿
「
朝
師
御
書
見
聞
の
一
考
察
｜
｜
安
国
論
私
抄
に
つ
い
て
｜
｜
」
ハ
一
九

t
ニ
一
『
棲
神
』
五
五
）
を
怠
照
さ
れ
た
い
。

注
（
7
〉
の
二
一

t
ニ
二
を
参
照
さ
れ
た
い
。

拙
稿
「
朝
師
御
由
見
聞
の
一
考
察
l
t本
尊
抄
私
記
・
見
聞
に
つ
い
て
｜
｜
」
（
三
八
子
三
八
三
『
印
度
言
教
学
研
究
』
＝
一
ニ

l
一
〉
を
傘

照
さ
れ
た
い
。

注
ハ
9
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

仏
書
解
説
大
辞
典
七
巻
〈
五
＝

5
を
、
ま
た
、
牧
田
諦
亮
民
『
疑
経
の
研
究
』
（
一
四
八

t
一
一
一
一
〉
を
も
参
照
さ
れ
た
い
。

大
正
蔵
経
三
三
｜
二
六

O
ハ下〉

。

四

六

l
七
七
ハ
中
〉

。
。
｜
三
四
一
（
下
〉
、
ま
た
、
三
四
二
（
上
）
に
も
「
故
提
調
経
云
・
・
・
・
・
」
・
「
又
与
ニ
提
調
一
対
義
・
・
・
・
・
」
と
の
一

文
が
あ
る
。

弘
全
五

l
五
五
一

。
一
ー
一
八
三

田
村
芳
朗
氏
『
鎌
倉
新
仏
教
思
想
の
研
究
』
〈
四
O
＝一

J
四
七
四
〉
、
「
鎌
倉
新
仏
教
と
回
避
思
想
」
（
二
八

O
J二
八
八
『
日
蓮
聖
人
研
究
』

所
収
〉
、
日
本
思
想
大
系
9
『
天
台
本
覚
論
』
〈
四
七
七
J
五
四
八
〉
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
拙
稿
は
か
か
る
論
稿
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
で
あ

る。
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二

九

日
朝
の
「
本
尊
抄
私
記
・
見
聞
」
の
検
討
ハ
中
傑
〉



日
朝
の
「
本
尊
抄
私
記
・
見
聞
」
の
検
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〈
中
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l な ハ未四学六
八 ぉ 一決ーの二
本六））研、

書 巻説に究な
は ーもあ』お
五 一あるハ法
戒 左る。三華

八よ ー経
五 写う五方
山 本で J使

立あ 三品
五 正る三の
色 大が五三

学、〉加

五 図録を是
味 香内参を

言 葉三時〉九 れ応
〉〉 たの

五 ににい三
体 も編。身

そ入 なに
五 のさお配

平家~ ！そ
毒 見か天て

らつ 台い
れ『 文る

五 る祐献箇
智 の師の所
等 で目成ハ
々 、録 立四
の 問』年六

警 題ハ代γ
は定 の等

相 な遁表も
配 いこがあ
釈 と七、る

思三 前。

震 わ八掲
れ）の

しる、『
た 。日天
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ハ必〉
（必〉
ハ斜〉
ハ必〉

〈

M
叩
）

（幻〉
（泊叩〉

。
二
一
四
一

。
ニ
六
一
五
・
二
六
ニ

O

『
日
蓮
聖
人
真
蹟
集
成
』
第
四
巻
。
一
一
四
六
〉
を
怠
照
さ
れ
た
い
。

宗
全
一
六
巻
＝
ニ
八
・
一
四

0
・
一
九
一
二
二
七
・
ニ
八

0
・
二
八
一
・
二
八
ニ
・
三
二
九
・
＝
一
五
二

六
四

t
六
六

宗
全
二
ハ
巻
二
八
一

注
ハ
担
〉
参
照

注
ハ
位
〉
参
照

〈
追
記
〉

〈

1
〉
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
は
定
遣
、
『
日
蓮
宗
々
学
全
書
』
は
宗
全
、
『
大
正
新
傭
大
蔵
経
』
は
大
正
蔵
経
、

『
弘
法
大
師
全
集
』
は
弘
全
、
と
そ
れ
ぞ
れ
略
称
し
た
。

拙
論
は
去
る
昭
和
五
十
八
年
十
月
二
十
八
日
ハ
金
〉
・
二
十
九
日
（
土
）
立
正
大
学
を
会
場
と
し
て
聞
か
れ
た
、
第
三
十
六
回
日
蓮
宗
教
学
研
究

発
表
大
会
の
と
き
、
「
朝
師
御
書
見
聞
」
考
l
l本
尊
抄
私
記
・
同
見
聞
に
つ
い
て
ー
ー
と
題
し
て
発
表
し
た
も
の
の
一
部
を
整
理
し
た
も
の
で

あ
る
。
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『
伝
教
大
師
全
集
』
は
伝
全
、

〈

2
〉

日
朝
の
「
本
尊
抄
私
記
・
見
聞
」
の
検
討
（
中
傑
〉


